
シャンパンと水屋敷 

•  今日は、明治期の日本の洋館の建設材料を製造していた、あるフランス人のお話しをします。 

•  このフランス人は、幕末から明治の初期の横濱で、地下貯水槽に湧水を溜め、これを海外からの
船に飲用水として売っていました。その名をアルフレッド・ジェラールといいます。ヨコハマ・ウォータ
ーと呼ばれたこの水は、味もよく新鮮で、赤道を越えても腐ることはなかった、といわれています。 

•  この地下貯水槽が、現在、元町に残っている「水屋敷」と呼ばれる近代遺構です。実は、ジェラール
はフランスに帰国後、この水屋敷と似た構造物を使って、シャンパンの増産に貢献しました。 

•  題して「シャンパンと水屋敷」。横濱とフランスを結ぶ一本の糸についてお話しを始めたいと思いま
す。 

プロローグ 



シャンパンと水屋敷 

1 

 古い４枚の写真です。左上から時計まわりに、谷戸坂の洋館、グランドホテル新館、横濱ゲーテ座、山手の洋館、です。明治中期から後期
にかけての写真です。 

 これらの建物には共通の建設材料が使われています。それが、アルフレッド・ジェラールが日本で最初に製造をはじめた西洋瓦、フランス
瓦と呼ばれるものです。 １ 
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 洋館跡から出土したジェラール瓦です。ジェラールの名前と製造年号の刻印があります。これが最も初期の１８７３（明治６）年のものです。 

 ジェラールの瓦は形状から３期に分類されます。より廉価な瓦が国内で量産されるようになる、明治２２年までの年号が確認されています
。 

２ 
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 １０年前、元町公園の整備の際に、元町公園プールの管理棟が新築されました。このプールはジェラールの湧水を使って昭和５年に作られ
た５０ｍ公式競泳場です。 

 この屋根には、復元されたジェラール瓦が葺（ふ）かれています。古い洋館の写真をご覧になる時には、屋根に注目してください。 ３ 
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 ジェラール４１歳の肖像写真、精悍なビジネスマンです。彼は、生麦事件の翌年１８６３（文久３）年に横濱に来日、１８７８（明治１１）年にフ
ランスに帰国しました。 

 来日直後、食糧販売業を始め、その後、元町公園近辺の土地を取得し、その湧水を外国船に販売するようになります。 ４ 
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 明治１９年に印刷された、ジェラールの瓦工場の外観図です。壁面には煉瓦工場とありますが、説明書きには飲用清水販売所とあります。 

 この左側の建物の地下に湧水の貯水槽をつくり、そこから導水管を引いて、堀川でダルマ船に積みこみ、外国船に売った、と言われてい
ます。 

５ 
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 工場・内観図です。この説明書きには「煉瓦・瓦製造所」とあります。明治中期の元町公園にこのような蒸気機関の工場があったというのは
驚きです。 

 画面中央の賞牌は、１８８４（明治１７）年の、パリ美術工芸中央連盟主催の博覧会でジェラール瓦が工芸陶器部門で大賞を受賞した際のも
のです。 ６ 
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 現在の地下貯水槽跡です。地元では、昔から「水屋敷」と呼んできました。元町公園とともに整備され、国の有形文化財にも指定されていま
す。 

 しかし、何故、ジェラールは水を売ることを考えたのでしょうか。彼の出身地ランスにそのヒントを求めて、３年前に訪ねました。 ７ 
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 ランスは、パリの北東約１３５キロにある、シャンパーニュ地方の中心都市です。第一次大戦で壊滅的な被害を受けます。 

 シャンパーニュ地方といえばシャンパンの産地。ランスは、古くからシャンパン生産と羊毛加工で、イギリス、ドイツなどとの繋がりの深い国
際的な貿易都市でもありました。 ８ 
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 ランス市とその近郊の村です。ランスの南西にあるブザンヌ村。ここがアルフレッドの父ジャンの故郷であり、アルフレッドの墓もこの村にあ
ります。 

 アルフレッドは、１８３７年、父の営むランス市内のパン屋で生まれました。母マリー・テレーズはランス市の北東ラヴァンヌの出身。病弱でジ
ェラール２２歳の時亡くなります。 ９ 



シャンパンと水屋敷 

10 

 ランスは、ノートルダム寺院で有名です。５世紀以降、フランク国王の戴冠式が行われ、フランス王家の聖地でした。  

 シャンパーニュ地方はもともと石灰質を含む白亜紀の地層に覆われ、水はけがよい。その下に粘土層があるので、井戸を掘ればすぐ農業
用水は得られる。ランスの水事情は悪くありませんでした。 １０ 
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 一方で、白亜紀の地層は有機系の窒素、カリウム、リンなどの養分に欠けるので、堆肥を用いて養分を補う必要がありました。実はシャンパ
ンが作られるようになったのも、その影響があります。 

 これはブザンヌの瓦造りの門扉です。ジェラールの故郷はこうした素焼きの瓦で覆われています。 

 

１１ 
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 シャンパーニュ地方では土壌と気候のせいで、ワインに適した糖度の高い葡萄ができません。このため葡萄の絞り汁を瓶詰し砂糖を加えて
発酵させたのが、発砲ワインつまりシャンパンなのです。半工業製品にして、付加価値をつけたわけです。 

 これはランス市内で見学したランソンの製造工場です。 １２ 



シャンパンと水屋敷 

13 

 瓶詰をしたシャンパンを熟成させる地下倉庨です。 

 ジェラールは帰国後、この堆肥を効率的・衛生的に発酵させ、有機系の養分を増大させる方法を思いつきました。それが「二槽式堆肥溜め
」です。農家の裏庩に積み上げていた堆肥を、地中に掘った煉瓦づくりの貯蔵槽に溜めて発酵を高めようとしたのです。 １３ 
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 １８８９（明治２２）年に発表された「二槽式堆肥溜め」の設計図です。丸太をわたしてそこで堆肥をろ過します。そして定期的に水を撒いて発
酵を高めます。実験で、積み上げて発酵させるより、有機系の養分は飛躍的に高くなることが実証されました。 

 ジェラールは水屋敷をこれに転用したのです。 １４ 
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 実際に１９００年頃に撮影された「二槽式堆肥溜め」の写真です。ジェラールはこの普及のために「レモア農業サークル」を設立し、堆肥溜め
を建設した農家に補助金を支給してその普及に努めました。 

 この結果、７０基近い堆肥溜めが建設され、シャンパンの増産に貢献したのです。 

 

１５ 
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 ジェラールは、実家のパン屋を図書館に改造し、そこに２５，０００冊の農業関連の書籍を収蔵して、一般に開放しました。 

 そして没後は、横濱の工場を含む全資産を「レモア農業サークル」に寄付して財団化し、農業技術の発展に貢献しました。財団は２，５００冊
の蔵書とともに現存しています。 １６ 
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 ジェラールは、日本美術コレクション約２，５００点を、市民のためにランス市に寄付しました。現在もサン・レミ博物館に収蔵されていますが
、公開はされていません。 

 しかし、ランス訪問中、幸運にもその一部を見ることができました。それは庶民の生活を切り取った陶器製のフィギュアでした。彼は民俗学
的な関心を日本に持っていたようです。 １７ 
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 美術コレクションを寄付すると、家族のいなかったジェラールは６７歳で養老院に入ります。そして、「レモア農業サークル」財団化のための
遺言を記します。 

 遺産を分与されたのは、横濱工場の元工場長の中国人やその息子、更には病気療養中の遠戚の子に至るまで多岐にわたり、博愛主義者
としての彼の一面を垣間見ます。 １８ 
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 １９１４年、ランスは戦火一色になります。図書館も戦火で焼失し、市に寄付したコレクションの一部も損傷します。    

 １９１５年３月１９日、養老院の地下でジェラールは静かに息を引取ります。ブザンヌに埋葬されたのは没後４年してから。そこには石の鳥居
と、横浜入出日を日本語で掘った墓石があります。 

 

１９ 
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 帰国後のジェラールは、横濱の事業で得た資産をもとにシャンパーニュ地方の農業振興に努めるとともに、日本美術コレクションを市民に
寄付しました。 

 現在、ブザンヌにはジェラール通りと名付けられた通りがあり、ランス市が遠く望めます。そしてその向こうには彼が愛した日本も重なって見
えるような気がします。 ２０ 



 これで、シャンパンと水屋敷のお話しはおしまいです。一度、皆さんも、元町公園にある水屋敷を訪ね、
ジェラールが美しい湧水に託した思いと、これを堆肥づくりに応用した彼の卓抜なるアイディアに思いを
馳せてみてください。 

 本日、霧笛楼の今平シェフもプレゼンテーターでお越しですが、霧笛楼カフェの入口ではジェラールの
瓦も見られます。そして、元町の湧水で作った「ジェラール・ビール」もぜひお試しください。 

エピローグ 
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